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は じ め に
室蘭を中心とした西胆振地域には大きな病院が林立し
て互いに競い合っており、これまでは地域医療崩壊の報
道があっても室蘭では無縁のことと感じられていまし
た。ところが、平成19年１月日鋼記念病院から脳外科が
撤退し、頭部外傷を疑われる外傷が当院へ搬入されてく
ることになりました。次いで、産婦人科、秋には循環器
科が撤退するにおよび、救命救急センターも実質的に機
能低下してしまいました。しかも、この間に登別厚生年
金病院から循環器科、次いで神経内科と内科がいなくな
り、伊達日赤病院からは呼吸器科が撤退しており、新日
鐵病院では小児科の受け入れができなくなりました。２
月には療養型病院の洞爺の松井病院が破産し、廃院とな
り、西胆振地域の療養病床も減少しております。このよ
うに西胆振地域の医療が急に危機に陥る中で、当院への
患者搬入が増大しました。救急車搬入例数からわかるよ
うに例数の増加とともに、救急入院例数の増加にみられ
るように重症度も増し、とくに、これまで当院への搬入
は少なかった外傷患者の搬入が目立つようになりまし
た。
一方、平成16年より当地域でもメディカルコントロー
ル体制が確立され、救急車で搬入されてくる心肺停止症
例に対しても救急隊による病院前救命処置が充実して、
搬入前または搬入直後に心拍再開する症例が目立つよう
になりました。心拍再開した例の多くは集中治療室
（ICU）での管理が必要となります。
このような中で、ICUに収容せざるを得ない症例が増
加しました。平成17年開設以来外科手術後患者の管理が
主であった ICU病床（４床）が救急搬入患者で満床にな
り、時には心肺停止症例も収容できないタイミングも生
ずる事態になりました。重症救急症例搬入に対応するた
めに病院内での病床コントロールが改めて厳しく議論さ
れることとなりました。その解決策の一環として急性期
を脱した症例を近隣病院への転院依頼を円滑にすべくメ
ディカルケースワーカー増員の必要も求められました。
患 者 統 計
平成19年の当院救急診察室の患者動態を月別の変動
を含め図１に時間外患者数、救急車搬入例数、救急入院
患者数について、平成17、18年のそれらと対比してそれ
ぞれ示します。救急車搬入例数は１月から、救急入院数
は４月から急激に増加し、時間外患者数も夏以降に増加
し、12月には急増しました。
図２には同じ項目とさらに搬入時心肺停止（CPAOA）
症例について平成12年からの年次推移をそれぞれ示し
ます。平成19年度は時間外患者（図２a）11824例、救急
車搬入例数（図２b）は2055例、救急入院例数（図２c）
は2038例といずれも増加し、搬入時心肺停止症例も前年
に引き続き25例でした。とくに、救急車搬入例数と救急
入院例数の増加が目立ち、重症例の搬入が多いことが示
されました。室蘭市消防からの救急車搬入例は1417例で
室蘭市内の41％を受け入れました。前年は1294例で
35.7％でありましたから本年は明らかに増加しました。
心肺停止症例の搬入は25例で（図２d）例数は前年度
と同数でした。25例の年齢、性別、病因、内外因別に転
帰を一覧にして表２に示します。外因が７例、内因が18
例でしたが、外因７例中３例が交通事故、１例が労災に
よるものであったことが目立ちました。25例中６例
（24％）が心拍再開し、ICUまたは CCUに収容されまし
たが、５例は６日以内に死亡しました。
ま と め
地域の医療体制が縮小してゆく中で、当院へ搬入され
る救急患者搬入数が急激に増加し、かつ、その病状も重
症化しています。さらにこれまで少なかった重症外傷患
者の搬入も目立ちます。この事態に対して病院全体とし
て早急かつ具体的な救急医療体制の補強が必要とされて
います。
急診察室業務活動報告
室蘭病医誌
救急診察室長
東海林 哲 郎
2007年 救
第33巻 第１号 平成20年12月（ ) ◀
文
論
ッ
プ
ペ
ト
ジ
の
み
に
入
れ
る
ー
89
図１c 月別救急入院患者数
表１ 搬入時心肺停止症例の病因と転帰
年齢 性別 病 因 内外因 転 帰
59 男 交通事故（心外傷） 外因 死亡
47 女 交通事故（緊張性気胸） 外因 死亡
17 男 交通事故（転落、頸椎損傷） 外因 死亡
63 男 労災外傷（腰部座滅） 外因 死亡
87 男 入浴中溺水、多臓器不全 外因 ICU → ２日目死亡
82 男 入浴中溺水 外因 死亡
71 女 誤嚥、窒息 外因 ICU → ６日目死亡
75 男 胃癌、悪液質 内因 死亡
67 男 肺癌 内因 死亡
84 女 肺腺癌、急性心不全 内因 死亡
75 男 緊張性気胸、肺のう胞 内因 死亡
86 女 急性呼吸不全 内因 死亡
84 男 脳梗塞 内因 死亡
81 男 Ｓ状結腸穿孔 内因 死亡
79 男 急性心不全 内因 死亡
81 男 急性心不全 内因 死亡
41 男 急性心不全 内因 死亡、剖検で虚血性心臓突然死
80 男 急性心不全 内因 ICU → ２日後死亡
73 女 急性心不全 内因 死亡
84 男 急性心不全 内因 ICU → １日後死亡
33 男 心室細動、急性心筋梗塞 内因 CCU → 蘇生後脳症
71 女 急性心筋梗塞 内因 ICU → ２日後死亡
79 男 急性心筋梗塞 内因 死亡
77 男 急性心筋梗塞 内因 死亡
88 男 急性心筋梗塞 内因 死亡
図１b 月別救急車搬入例数
図１a 月別時間外患者数
図２a 時間外患者数の年次推移
図２b 救急車搬入例数の年次推移
図２c 救急入院患者数の年次推移
図２d 搬入時心肺停止症例の年次推移
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